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コ
ロ
ナ
禍
で
3
年
目
を
迎
え
ま
す
。
会

員
の
み
な
さ
ま
に
は
新
し
い
年
を
い
か

に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
各
単

会
で
は
感
染
対
策
を
最
大
限
と
っ
て
の

活
動
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。行
動
が
制
約
さ
れ
、仲
間
と
の

交
流
が
で
き
な
い
こ
と
は
特
に
私
た
ち

高
齢
者
に
と
っ
て
つ
ら
い
も
の
で
す
。

今
年
は
参
議
院
選
挙
の
年
。選
挙
で
勝

利
し
、
原
発
を
再
稼
働
し
、辺
野
古
新
基

地
建
設
を
進
め
、
格
差
・
差
別
を
容
認
す

る
政
治
を
変
え
ま
し
ょ
う
。教
育
現
場
を

知
る
古
賀
ち
か
げ
さ
ん（
全
国
比
例
）、斉

藤
よ
し
た
か
さ
ん（
愛
知
選
挙
区
）の
必

勝
を
期
し
、
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

参議院選挙の年
古賀ちかげさんを国会へ

「
モ
リ
・
カ
ケ
・
桜
」
に
象
徴
さ
れ
る
「
公
文
書
改

ざ
ん
」「
権
力
私
物
化
」。と
て
も
民
主
国
家
と
は
思
え
な

い
政
治
状
況
が
10
年
も
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年

10
月
の
衆
議
院
選
挙
で
は
こ
の
政
治
の
変
化
を
求
め
る

声
は
議
席
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
9
月
自
民
党
総
裁
選
挙
を
前
に
、
マ
ス
コ
ミ
、
特

に
テ
レ
ビ
・
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
は
連
日
自
民
党
総
裁
選
の

話
題
を
流
し
続
け
ま
し
た
。あ
た
か
も
政
治
が
い
い
方

に
変
わ
る
か
の
よ
う
に
。新
首
相
に
選
任
さ
れ
た
岸
田

氏
は
国
会
で
の
論
戦
の
機
会
を
全
く
作
ら
ず
、
総
選
挙

に
打
っ
て
出
ま
す
。「
野
党
は
批
判
ば
か
り
」「
野
合
」の

声（
与
党
、一
部
野
党
、メ
デ
ィ
ア
そ
ろ
っ
て
）に
覆
い
つ

く
さ
れ
、統
一
候
補
の
政
策
は
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、

立
憲
野
党
は
議
席
を
大
き
く
減
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

数
々
の
政
治
腐
敗
に
対
し
て
、
野
党
が
批
判
す
る
の

は
、
次
か
ら
次
へ
と
、
と
ん
で
も
な
い
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

が
噴
出
し
続
け
た
か
ら
で
、
当
然
で
す
。「
野
党
は
批

判
ば
か
り
」
論
は
権
力
の
不
正
を
隠
蔽
し
た
い
と
い
う

意
図
が
あ
る
と
し
か
思
え
な
い
も
の
で
す
。

選
挙
の
結
果
、
改
憲
勢
力
は
3
分
の
2
を
大
き
く
超

え
ま
し
た
。
自
民
党
の
改
憲
4
項
目
「
緊
急
事
態
条
項

の
新
設
」「
教
育
の
充
実
」
は
法
律
と
行
政
の
執
行
で

済
む
話
で
す
。「
参
院
合
区
の
解
消
」
は
議
員
の
既
得

権
益
保
護
と
言
え
ま
す
。
と
な
る
と
「
自
衛
隊
加
憲
」

案
が
”
世
論
の
支
持
を
得
て
”
提
案
さ
れ
て
く
る
可
能

性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
繰
り
返
さ
れ

る
「
中
国
・
北
朝
鮮
」
脅

威
論
。「
集
団
的
自
衛
権

発
動
」「
自
衛
隊
の
海
外

派
兵
」を
す
る
た
め
の「
自

衛
隊
加
憲
」
で
す
。
一
部

野
党
を
巻
き
込
ん
で
、
憲

法
審
査
会
の
定
例
開
催
の

動
き
や
、
夏
の
参
議
院
選
挙
に
同
時
改
憲
国
民
投
票
を

言
う
政
党
も
あ
り
、「
改
憲
機
運
」
の
拡
大
を
警
戒
し

ま
す
。
私
た
ち
は
改
め
て
「
教
え
子
を
戦
場
に
送
ら
な

い
」
た
め
に
活
動
し
ま
す
。

高
齢
者
人
口
は
、
2
0
4
0
年
代
に
団
塊
の
世
代

ジ
ュ
ニ
ア
が
加
わ
り
、
3
9
0
0
万
人
に
な
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
制
度
の
在
り
方
は
、
と
も

す
る
と
世
代
間
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
課
題
で
す

が
、
全
世
代
で
今
と
り
く
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

少
子
高
齢
社
会
の
雇
用
対
策
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」（
2
0
2
1
年
新
語

流
行
語
大
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
が
）
を
基
盤
に
置
き
な

が
ら
、
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
参
議

院
選
挙
勝
利
で
政
治
の
流
れ
を
変
え
ま
し
ょ
う
。

日
本
退
職
教
職
員
協
議
会

会
長　

竹
田
邦
明

古賀ちかげさんと斉藤よしたかさん
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選
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え
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政
治
の
流
れ
を
変
え
よ
う
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2
0
2
1
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
と

い
う
区
切
り
の
年
で
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
、
岩

手
県
退
1
、
岩
手
高
退
3
、
宮
城
退
2
、
山
形
県
退

1
、
福
島
退
1
、
埼
玉
退
1
、
千
葉
県
退
2
、
千
葉

高
退
1
、
都
退
教
1
、
都
高
退
1
、
神
奈
川
高
退
3
、

石
川
県
退
1
、
石
川
高
退
1
、
広
島
高
退
1
、
徳
島

退
1
、
沖
縄
高
退
1
、
事
務
局
3
名
の
計
25
名
で
し

た
。
2
名
の
方
の
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

�

沖
縄
高
退
教　

安
次
嶺　

美
代
子

衆
議
院
議
員
選
挙
直
前
の
10
月
30
日
、
那
覇
を
発

ち
東
京
へ
。
翌
31
日
、
仙
台
駅
で
日
退
教
「
宮
城
・

岩
手
学
習
交
流
の
旅
」
参
加
者
24
名
と
合
流
し
た
。

東
京
で
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
着
い
て
驚
い
た
の
が
現

地
の
気
温
だ
。
沖
縄
の
半
袖
シ
ャ
ツ
か
ら
長
袖
に
変

わ
っ
た
程
度
の
体
感
温
度
に
拍
子
抜
け
し
た
。

さ
て
、
仙
台
駅
で
乗
り
込
ん
だ
バ
ス
は
高
速
を
走

り
、
石
巻
市
大
川
小
学
校
へ
と
向
か
う
。
10
年
前
の

東
日
本
大
震
災
で
児
童
・
教
職
員
84
人
が
死
亡
、
行

方
不
明
に
な
っ
た
川
沿
い
に
あ
る
学
校
だ
。

2
0
1
3
年
に
も
訪
れ
た
場
所
で
あ
る
。
バ
ス
の
車

窓
か
ら
流
れ
ゆ
く
街
並
み
や
山
の
景
色
を
楽
し
ん
で

い
て
、
ふ
と
、
気
づ
い
た
。
沿
道
で
途
切
れ
る
こ
と

な
く
咲
い
て
い
る
黄
色
い
花
に
。
8
年
前
に
訪
れ
た

時
の
記
憶
は
な
い
。
い
や
、
以
前
に
も
同
じ
よ
う
に

咲
い
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
時
は
、

街
や
沿
道
ま
で
が
瓦
礫
に
覆
わ
れ
て
い
た
と
い
う
印

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、宮
城・岩
手
の
旅

象
が
強
い
。
そ
れ
ほ
ど
の
惨
憺
た
る
状
況
だ
っ
た
の

を
憶
え
て
い
る
。

ほ
ど
な
く
、
大
川
小
学
校
に
着
い
た
。
そ
し
て
、

現
地
の
仲
間
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
花
が
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
だ
と
い
う
こ
と
を
。
大
川
小
学

校
の
校
舎
跡
は
津
波
が
襲
っ
た
威
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と

見
せ
つ
け
る
よ

う
に
遺
さ
れ
て

い
た
。
学
校
周

辺
は
整
備
さ
れ
、

校
庭
の
す
ぐ
傍

に
は
伝
承
館
が

建
ち
、
津
波
の

怖
さ
と
命
を
守

る
た
め
の
教
訓

と
な
る
資
料
等

が
備
え
て
あ
っ

た
。翌

日
の
陸
前

高
田
市
も
新
し

い
街
が
誕
生
し

た
よ
う
な
雰
囲

気
の
中
、
海
側

に
近
づ
き
、
初

め
て
あ
の
「
奇

跡
の
一
本
松
」

を
確
認
し
た
。

こ
こ
に
も
、
立

派
な
伝
承
館
が

建
ち
、
多
く
の

見
学
者
や
学
習

す
る
中
学
生
の

姿
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
釜
石
鵜

住
居
（
う
の
す

ま
い
）
復
興
ス

タ
ジ
ア
ム
の
整

備
や
小
・
中
学

校
の
新
築
な
ど
、

被
災
地
は
確
か

に
復
興
へ
と
歩

み
続
け
て
い
る
。

震
災
前
と
比
べ

都
市
化
し
た
感

さ
え
あ
る
。
同

時
に
、
新
た
な

自
然
災
害
に
備

え
、
教
育
や
社

会
イ
ン
フ
ラ
な

ど
へ
の
と
り
く

み
も
加
速
さ
せ

て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

短
い
時
間
の
被
災
地
訪
問
で
あ
っ
た
が
、
被
災
2

年
目
の
惨
状
を
見
て
い
た
だ
け
に
、
よ
く
ぞ
こ
こ
ま

で
復
興
で
き
た
も
の
だ
と
感
嘆
し
た
。
そ
の
こ
と
を

案
内
し
て
く
れ
た
方
に
話
す
と
「
地
域
の
人
々
の
努

力
と
相
互
扶
助
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」
と
の
言
葉
が

返
っ
て
き
た
。

宿
に
戻
る
途
中
の
バ
ス
の
中
で
、
延
々
と
続
く
防

潮
堤
を
眺
め
な
が
ら
あ
る
想
い
が
脳
裡
を
掠
め
た
。

海
と
と
も
に
生
き
て
き
た
人
々
が
、
海
の
見
え
な
く

な
っ
た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
は
た
し
て
、
そ

の
生
活
に
馴
染
む
の
だ
ろ
う
か
、
と
。

一
泊
二
日
の
旅
程
な
が
ら
有
意
義
で
あ
っ
た
。
今

回
の
旅
を
企
画
し
て
下
さ
っ
た
日
退
教
事
務
局
の
皆

様
に
感
謝
で
す
。

再
訪
雑
感



（3）

�

神
奈
川
高
退
教　

林　

純
夫

10
月
31
日
か
ら
11
月
1
日
に
か
け
て
宮
城
・
岩
手

の
被
災
地
を
宮
城
退
教
協
と
岩
手
県
高
退
教
の
協
力

を
得
て
駆
け
足
で
巡
り
学
習
・
交
流
を
深
め
た
。
参

加
者
は
25
名
。
遠
く
沖
縄
・
四
国
か
ら
参
加
さ
れ
た

方
も
い
た
。
13
時
仙
台
駅
に
集
合
し
、
貸
切
バ
ス
で

最
初
に
訪
れ
た
の
は
児
童
74
人
・
教
職
員
10
人
が
津

波
の
犠
牲
に
な
っ
た
石
巻
市
の
大
川
小
学
校
。
誰
も

が
抱
く
疑
問
は
津
波
か
ら
逃
げ
る
時
間
は
十
分

あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
裏
山
に
逃
げ
る
こ
と
も
で
き

た
の
に
、
学
校
は
な
ぜ
子
ど
も
の
命
を
守
れ
な
か
っ

た
の
か
と
い
う
こ

と
だ
。
23
名
の
遺

族
は
2
0
1
4
年

宮
城
県
石
巻
市
の

法
的
責
任
を
問
う

訴
訟
を
起
こ
し
被

告
は
控
訴
審
判
決

を
不
服
と
し
て
上

告
し
た
が
、
最
高

裁
は
2
0
1
9
年

上
告
を
棄
却
、
仙

台
高
裁
の
判
決

「
平
時
か
ら
油
断

せ
ず
、
津
波
の
危

険
性
を
検
討
し
、

適
切
な
避
難
場
所

を
定
め
、
訓
練
を

し
て
い
れ
ば
、（
中

略
）
地
震
後
早
い

段
階
で
、
安
全
な

場
所
へ
の
避
難
が
可
能
だ
っ
た
」

（
原
告
側
勝
訴
）
が
確
定
し
た
。
市

教
委
か
ら
宮
城
県
沖
地
震
に
よ
る

津
波
に
備
え
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
が
、
大
川
小
か
ら

提
出
さ
れ
た
の
は
机
上
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
、
教
職
員

集
団
は
避
難
場
所
検
討
の
議
論
に
関
与
す
る
機
会
も

な
け
れ
ば
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
存
在
す
ら
知
ら
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。宮
城
退
教
協
の
酒
井
孝
夫
さ
ん
は「
行

政
・
学
校
管
理
職
・
教
職
員
集
団
と
い
う
三
者
関
係

の
官
僚
化
と
集
団
討
議
の
欠
如
化
が
克
服
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
職
員
会
議
を
「
最
高
の
意
思
決
定

機
関
化
」
す
る
こ
と
な
く
校
長
の
上
意
下
達
を
推
し

進
め
、
職
員
が
自
主
的
に
判
断
し
た
り
討
議
し
た
り

す
る
場
を
な
く
し
、
指
示
待
ち
症
候
群
に
し
て
い
た

の
で
は
な
い
の
か
。
避
難
先
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
の

討
議
を
全
体
で
行
い
、
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
た
な

ら
ば
こ
の
悲
劇
は
避
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

話
さ
れ
た
。

そ
の
日
は
大
船
渡
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
二
日

目
震
災
遺
構
に
残
さ
れ
た
津
波
到
達
点
の
高
さ
を
確

認
し
な
が
ら
最
初
に
訪
れ
た
の
は
岩
手
県
陸
前
高
田

市
の
東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
。
開
館
前
に
解
説

員
の
吉
田
さ
ん
か
ら
避
難
場
所
の
説
明
を
聴
く
。「
二

度
と
東
日
本
大
震
災
津
波
の
悲
し
み
を
く
り
返
さ
な

い
た
め
に
」
伝
承
館
は
作
ら
れ
た
。
館
内
見
学
を
終

え
た
後
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
を
先
頭
に
「
奇
跡
の
一

本
松
」
か
ら
海
を
望
む
場
へ
移
動
し
、
そ
こ
で
全
員

黙
祷
、
犠
牲
者
を
追
悼
し
た
。

陸
前
高
田
I
C
か
ら
釜
石
北
I
C
ま
で
バ
ス
で
移

動
し
鵜
住
居
ト
モ
ス
駐
車
場
で
釜
石
市
観
光
ガ
イ
ド

会
の
菅
原
さ
ん
と
合
流
。
菅
原
さ
ん
か
ら
震
災
当

時
、「
釜
石
の
奇
跡
」
と
言
わ
れ
た
鵜
住
居
小
学
校
・

釜
石
東
中
学
校
の
学
校
管
理
下
の
児
童
生
徒
5
7
0

名
が
な
ぜ
津
波
か
ら
逃
げ
切
れ
た
の
か
と
い
う
話
を

伺
っ
た
。
そ
れ
は
奇
跡
な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
津
波
常
襲
地
帯
に
お
け
る
2
0
0
6
年
来
続
い

て
き
た
生
き
る
た
め
親
や
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
防
災

教
育
の
成
果
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

私
は
、「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
と
い
う
の
は
自
分

の
命
を
最
優
先
に
逃
げ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
を
家
族
が
信
じ
合
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
準

備
を
普
段
か
ら
怠
る
な
と
い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ

た
。
巨
大
地
震
に
対
す
る
備
え
は
で
き
て
い
る
の

か
？
学
び
の
多
い
交
流
会
だ
っ
た
。
紙
面
の
関
係
で

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
宮
城
・
岩
手
の
学
校

被
災
状
況
と
教
組
の
活
動
を
わ
か
り
や
す
く
学
習
資

料
と
し
て
ま
と
め
て
下
さ
っ
た
宮
城
退
教
協
と
岩
手

高
退
教
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
岩
手
県
高
退
教
の
吉
田
矩
彦
会
長
か
ら
後

日
、
研
修
の
旅
の
記
録
を
D
V
D
と
し
て
ま
と
め
て

い
た
だ
き
、
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
か
ら
何

ま
で
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
、
こ
の
学
習
交
流
会
の
成

果
を
伝
え
て
い
く
責
任
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あなたも逃げて

奇跡の一本松

「
宮
城
岩
手
・
学
習
交
流
会
」
報
告



（4）

◆
編
集
後
記
◆

毎
日
新
聞
11
月
24
日
朝
刊
に
以
下
の
よ

う
な
記
事
が
あ
っ
た
。
沖
縄
の
本
土
復
帰
を

翌
年
に
控
え
た
1
9
7
1
年
11
月
17
日
、
琉

球
政
府
の
屋
良
朝
苗
主
席
は
「
基
地
の
な
い

平
和
の
島
と
し
て
の
復
帰
」
へ
の
要
望
を
ま

と
め
た「
建
議
書
」を
手
に
東
京
へ
と
向
か
っ

た
が
、
そ
の
建
議
書
を
政
府
・
国
会
に
届
け

よ
う
と
羽
田
空
港
に
降
り
立
っ
た
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
、
沖
縄
返
還
協
定
の
承
認
案
を
自
民

党
が
衆
議
院
の
特
別
委
員
会
で
抜
き
打
ち
的

に
強
行
採
決
し
た
と
い
う
の
だ
！

こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
翌
25
日
、
玉

城
デ
ニ
ー
沖
縄
県
知
事
が
、
辺
野
古
の
埋
め

立
て
工
事
の
設
計
変
更
を
不
承
認
と
し
た
と

発
表
し
た
。
玉
城
知
事
は
、
軟
弱
地
盤
に
つ

い
て
の
調
査
や
ジ
ュ
ゴ
ン
な
ど
自
然
環
境
保

全
の
た
め
の
対
策
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
沖
縄
南
部
の
遺
骨
が
残
さ
れ
て
い
る

場
所
か
ら
採
取
さ
れ
た
土
を
埋
め
立
て
工
事

に
使
用
す
る
こ
と
は
人
道
上
許
さ
れ
な
い
と

語
っ
た
と
い
う
。

今
後
、
辺
野
古
が
唯
一
の
解
決
策
と
す

る
政
府
と
沖
縄
県
の
対
立
激
化
が
予
想
さ
れ

る
な
か
、
今
年
は
名
護
市
長
選
、
参
院
選
、

沖
縄
県
知
事
選
が
行
わ
れ
る
。
先
の
衆
院
選

で
は
辺
野
古
を
含
む
沖
縄
3
区
で
「
オ
ー
ル

沖
縄
」
候
補
が
敗
北
し
、
陣
営
も
立
て
直
し

を
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
復
帰
後
50
年

に
わ
た
っ
て
基
地
を
沖
縄
に
押
し
つ
け
て
き

た
本
土
の
人
間
の
責
任
も
問
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。（
M
）

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

日
退
教
の
前

身
で
あ
る
全
国

退
教
協
が
結
成

さ
れ
た
の
は
、

1
9
7
3
年

（
昭
和
48
）9
月

14
日
で
し
た
。

そ
の
年
の
11
月

に
全
国
退
教
協

ニ
ュ
ー
ス
第
1

号
が
発
行
さ
れ

ま
し
た
（
残
念

な
が
ら
現
在
見

当
た
り
ま
せ

ん
）。
退
教
協
ニ
ュ
ー
ス
２
号
に
は
、
75
年
第
３

回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
小
林
武
さ
ん
を
初
代

会
長
に
選
任
し
、
組
織
の
形
を
整
え
、
本
格
的
な

退
教
活
動
に
入
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
全

国
退
教
協
ニ
ュ
ー
ス
は
第
４
号
ま
で
発
行
さ
れ
、

78
年
に
「
退
教
協
通
信
」
と
改
題
さ
れ
、
現
在
の

4
0
0
号
に
続
く
、
第
１
号
が
発
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
号
の
記
事
は
「
昭
和
54
年
度
恩
給
改
善
主

要
項
目
」
の
情
報
提
供
で
し
た
。
そ
の
後
、
86
年

の
第
15
回
総
会
で
、
全
国
退
教
協
が
日
退
教
と
組

織
名
称
の
変
更
が
行
わ
れ
た
の
を
機
に
、「
日
退

教
通
信
」
と
改
名
、
今
日
に
到
っ
て
い
ま
す
（
日

退
教
通
信
93
号
、
題
字
は
現
在
ま
で
同
じ
）。

1
0
0
号
は
1
9
8
7
年
5
月
、
開
催
さ
れ
た
常

任
委
員
会
で
の
「
財
政
確
立
」
の
議
論
の
様
子
を

報
告
し
て
い
ま
す
。
2
0
0
号
は
1
9
9
7
年
4

月
、
第
26
回
定
期
総
会
の
議
案
を
掲
載
、
3
0
0

号
は
2
0
0
8
年
3
月
、
3
面
に
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
廃
止
」
を
求
め
る
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
B
4
縦
書
き
裏
表
の
紙
面
か
ら

現
在
の
体
裁
（
A
3
二
つ
折
り
、
4
面
構
成
）
に

変
わ
っ
た
の
は
2
4
5
号
（
2
0
0
1
年
11
月
、

ト
ッ
プ
記
事
は
「
ア
メ
リ
カ
は
（
ア
フ
ガ
ン
）
攻

撃
を
中
止
し
、
平
和
的
解
決
の
道
を
探
れ
」）
か

ら
で
す
。
2
0
0
号
記
念
号
に
「
広
報
の
役
割
は
、

年
金
や
医
療
な
ど
の
制
度
、
法
案
に
つ
い
て
中
央

の
動
き
を
会
員
の
皆
さ
ん
に
的
確
に
伝
え
る
こ

と
が
第
一
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
広

報
は
組
織
体
の
血
液
の
役
割
を
果
す
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
あ
り
ま
し
た
。
今

後
も
広
報
部
会
は
会
員
の
み
な
さ
ま
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

日退教通信400号


